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                          Hajime  TAMAKI,M. D.
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   Polarographic quantitative analysis of urinary 17-ketosteroids has been described in 
Part I and II. Analysis of urinary 17-ketosteroids of the neurasthenics at the Kyoto 
Medical Juvenile Reformatory were undertaken. 
   Few reports are available at present regarding to urinary 17-ketosteroids of the 
neurasthenics. Daily  output of 17-ketosteroids, chromatographic pattern, diurnal variation 
and ACTH-test were carried out in 65 subjects consisted of 35 neurasthenics atthe re-
formatory whose ages ranged between 17 and 22 years, 15 normal males of the same 
range of age at the reformatory and 15 normal males in the community. 
   1) The average urinary  output of 17-ketosteroids in the  neurasthenics was 7.85 mg/day 
(4.87-12.6 mg/day), which was lower than that (8.45 mg/day) of normal males at the re-
formatory and that (9.04 mg/day) of normal males in the community. 
   2) In chromatographic pattern of 17-ketosteroids, IV+V was lower in the neurasthe-
 nics than in the rest of 2 groups. But the ratio of  IV-MT to  VI+VII was more than 1.75 
 and IV was higher than V. 
   3) There was no  signifiicant  dfference in diurnal variation between the normal males 
in the reformatory and the community. The standard eviation of fraction was within 
4.2 per cent. 
   4) In ACTH-test, fraction of VI, VII and III was remarkably increased, while IV, V 
was not changed significantly. 
   5) Each polarogram offraction III , IV,  VI-EVII produced by  17-ketosteroids extracted 
from the urine collected uring the period of before and after 24 hours of ACTH-test.
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1緒 言




が臨床的に価値 ある事 を確認 した.
この方法に より京都医療 少年院(院 長 西 付
博 博士)の 精神薄弱少年(以 下精薄少年 と略
記する)の 尿 中17-KSについて種 々観察 を試
みた.精 薄少年 とい う極 めて概念的な対象 に向
かつて,従 来 より数 多 くの業 績が作 られてい
る,然 しその余 りにも複雑且つ膨大な対象 の前
には,荷 その成果も影 薄し と言わなければな ら
ない.
精薄者の尿中17-KSの 分劃測定に関する報
告は乏し く,こ れに よりSteroidsHormone
代謝の様相,並 びに性腺,副 腎皮質系の機能 を
検索する事は将来 の精薄研究 の一助 とな り得 る
事,亦 最近精薄少年 の性的非行 が種 汝社会問題
として取 り上げ られ てい るが,こ の問題の原因
を内分泌的立場 のみ より説明する事は到底不可
能だが,性 ホルモンがいかなる状態にあ るかを
究明することは興味 ある事 と考 えられ,亦 精 薄
者はその原因 と程度に より,従 来種 汝 と分願 さ
れているが,著 者 は精薄 少年の尿中17-KS総
排泄量及び分劃分離測定は,将 来新 しい分類を
企図する一助 ともなれば と思い,以 下 の研究を
行つた.
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π 実 験 対 象
因による精薄(モ ンゴリズム,ロ ーレンスビードル
等)(3)胚種損障に よる精 薄(ス ピロへ一タ,ヴイ
ールス による)(4)胎児期損障による精薄(5)後天性



















































































第1表 に 示 した如 く.実 験 対 象65例の24時間尿 を 採
取 し,第1編,第 皿編 に述 べ た 法 に 従 い,17-KS総
量 を20ccの 尿 よ り,亦 分 劃 分離 に は1mg含 有量 尿
(300cc～400cのを 使川 し,塩 酸 加熱 加 水 分 解 後,エ
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チルエーテル抽出を行い,10%NaHCO3,10%NaOH,






















諜 分布m・鱒 講 標準偏差
(a)尿 中17-KS総 量,17才 よ り22才に 到 る社 会
人健 康 男 子15名,収 容 中 のLQ70以 上15名,及 び70
1.Q.70以上5.98～12.40 8.45 ±2.17
LQ.69以下 4。87～12.60 7.85 ±2.09










































































































1[lgil。5 10.30 2.3 42.6128.91 .5 13.4 1.3 2.51 3.01
LQ. 12119 76 9,470 1.9 38.430.7 10.116.3 2.6 3.03 2.50
70
3117ill9 6,120 0 48.1 25.0 8.3 14.5 4.1 3.01 2.29
以上 II
4-98117・810 0.7 49.129.4 9.5 17.3 3.0 3.07 2.25
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(b)17-KS分 劃 につ い て:17-KSの 分離 測 定 を
行 う事 は,SteroidHormone代謝 の様 相 ・並 び に
性腺,副 腎皮質 系 の機 能 を 検 索す る上 に極 め て 重要 で
あ る.著 者は社 会 人健 康 男性4例 を 対 照 として,収 容
者中 よ り,1.Q.70以上4名 ・70以下6名 に つ い て ・
尿中17-KS分劃 値 の測 定 をEdwards一大 野一 若 生
改良法 を用い,Polarograph的に行 つ て ・ 第3表 に
表示 した.こ の 中でNo・3,及 びNo・6,は 脳 膜炎 後
第 4
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遺 症 に よ る精 薄 にて 他 は家 族性 単 純 性 精薄 で あ る.
第2編 に詳 述せ る如 く.本 法 に よ り得 られ る8分 劃
につ い ては,原 法 及び 各 文献 に 見 られ る如 くに
































































と一致す る事 にっ い ては 述べ た 所 で あ る.… 般 に1～
酊分劃は尿 のHC1水 解 途上 で 相 互 に 移 行 す る可 能性
があるので,そ れ ぞれ 単 独 の量 に は意 義 づ け難 い.従
つて従来 よ り臨床 的指 標 と して は8分 劃 中 のIV,V,
W,田,分 劃 の4つ が 用 い られ,相 対 的 な 量 に よ り判
定され てい る.
若 生は健 康成 人 男女 に お い ては
IV+VIV【+V皿≧1.75
1V/V≧1.25
な る関係 のあ る事 を述 べ てい る.Robinson以来17-
KSのchromatographicpatternは個 人差 の可 成
り強 い事がのべ られ てお り,大 野,鈴 木,若 生等 も之
を認めてい るが,こ れ らよ り測 定 結果 を検 討 す るに,
精薄 少年 は他 の2組 に比 しIV,V分 劃 が 減 少 してい
る事が認 め られ,亦 動 揺 範 囲 はW分 劃は24.7%～30.5
%,V分 劃 は4.9%～11.4%と他 の組 に 比 し 大 で あ
り,亦W+田 分劃 につ い て も11.0%～20.5%で同 様
の事が言 え る.収 容 中 の1 ,Q.70以上 の 組 につ い て























%午 後8時採尿(午 前6時 より午後8時)
口 午前6時採尿(午後8時 より午前6時)
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験管 にPeakが 認 め られ,注 射 後 の
Polarogramがは る か に波 高 の高 い も
のであ る事が認 め られ る ・IV・W+珊 にACTH
ついて も同様で あ るがWは 皿及 びW+田 後 一 →
に比 し波高差 は少 い.Peakは夫 々20番,
38番に認め られ る.こ のPolarogram
を較正 曲線 よ りandrosteroneの量 に 換
算し算出した17-KS量を直線に表示し
た のが第4図 で あ る.
IV考 察
第3図Gel-ACTH40単位 注 射前 後,17-KS皿 分 劃Polarogram
'1
第3図Gel-ACTH40単位注 射 前 後,17-KS分劃Polarogram
中性17-KSは多数 のSteroidsの和で あつ
て,或 ものはAndrogen物質 として性腺に 由
来し,或 ものはC2、Steroidの代謝産物 とし
て副腎皮質に由来 してい る,従 っ て17-KSの
総量のみならず,そ の各分劃 を分離測定 す る事
は,性 腺,副 腎皮質機能 の指標 として現 在ひろ
く臨床的に用い られている.
著者は精神薄弱少年 とい う極 めて概念的な,
複雑且つ膨大な対象に対 してではあるが,尿 中
17-KS総量及び分劃 を測定 し,そ の分泌機能
をうかがい,亦 将来におけ るこの種 研究への一
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従来精 薄者に対 す る17-KS量測定報告は乏
し く,疋 田等が性的異常行為者 につ いて総17-
KS値 を測定 し,そ の 中で精薄者 につ いて総17
-KS値 の減 少している 例 につ いて 報告 してい
る.著 者 は家族性単純 精薄及 び少数 の脳膜炎後
遺症 精薄 少年で而 も現 在健康者であ る35名と,
収容中の健棄尋常少年15名,社 会人15名につ い
て総排泄値 を測定 した結 果につ いては先 に述べ
た如 くであつ て,精 薄者 にては減 少の傾 向を認
めたが,之 を 分劃分離測定結果 より考 察す る
に,17-KS分 劃の内IV,V分 劃 は 性 腺分劃
で あっ て,Testoteroneの負荷に依 り増加 す
る事,及 び西 川,大 野等 のGonadtropin負荷
成績か ら主 としてGonadtropinの影響下に あ
る と考え られ,亦 西川によれぱ,Gonadtropin
とTestosterone,IV,V分劃の 間 では,
Testosteroneが無 くてもG.T.P.が存在すれ
ばIV,Vの 比率が変 らず,G.T.P.が無 い者
ではIV,Vが 非常 に減 少す る事・が言 われてお
り,G.T.P.は総17-KS量 には影響無 くIV,
V分 劃 の増加,W,V皿 分 劃の減 少を招来す る
事 を述 べてい る.
VI,皿分劃はCortisone,Hydrocortisolle
の代謝 産物で あり,ACTHに よつ て著 明に増
加 する事 より,主 としてACTHの 支配下にあ
ると老 えられ る,然 もDorfmanは副腎 のand-
rogen産生 はACTHに より刺戟 され る事を




のprecursorたり得る事 を述 べてお り,健
康男子においてはTestosteroneに由来す る
所謂gonadogenicのものは,副 腎由来の もの
に比 して多 くないと考え られている.精 薄少年
が社会人及び同様に収容 されている他の尋常 少
年 に比し,性 腺 分劃が副腎 分割に比 し少い傾向
を示す事は,以 上 より綜 合する とTestosteron
に由来す る分劃 の滅 少,即 ち性腺 の分泌機能が
尋常 入に比し,遅 延して発育 しているものでは
無 いか と考 え られ,そ の結 果総17-KS値 にお
ける減 少の傾向を来 したものでは無いか と思わ
れ る.
この傾向は精薄 少年 の種 類,即 ち家族性単純
精薄,及 び脳膜炎後遺症 等に より特別 に差違は
認 め られなかつ た・亦 この事は 日内変動・ACTH
負荷において も認 め られ た事で ある.日 内変動
にっいては著者 は2分 尿採取 を行 つたが,総 量
の 日内変動のあるに拘 らず,各 個 人固有 な17-
KS分 劃 のPatternはほぼ一定に 保持 されて
いる事 は興味深い.鈴 木は17-KS総 量 に見 ら
れ る日内変動 は,分 泌 された副 腎皮質horm-
oneの代謝過程の相違に よるものでは な く,副
腎皮質hormoneの 生合 成,分 泌,代 謝 及び
排 泄を綜 合して全体 としての 日内変動で あると
考 えている.こ の 日内変 動の結果 を諸家の報告
に比較 し大差 の無い事が認 め られ た。
日内変動 を観察 した家族性単純精薄2名,重
症脳膜炎に よる後遺症1名 について,更 にAC
TH負 荷 を行 い,皿,W+皿 分劃に著 明な増加
を認 めたが,ACTH負 荷後 の 採 尿 方法 に よ
り,亦ACTH投 与方式 と長 期観察の工夫を行
う事 に より,興 味 あ る結 果を知 り得 る 事 と思





drosteroneの増加に よる 二 次的な変化 も'大い
に関与 している と考 えてい る.
最後 に精薄 少年 の性的非 行 と性 ホルモンの関
係 については,疋 田は 成 人性的異常行為者 の
尿 中17-KS総量測定 を行い,そ の・減少してい
る者の多い事を認 めている.
著者は性的非 行精 薄少年 についての測 定では
無いが,一 般精薄 少年の測定 より知 りえた傾向
に よれば,性 的 非行 少年 にお いて も17-KS値
は減 少の傾向があ るのではないか と思われ る。
而 し複雑 な因 子に よつ て形成 されている性慾異
常行為の問題を,内 分泌学的立場 のみより説明
す る事は不可能 と考 える.
V結 論
著者は京都医療少年院に収容せる17～22才の
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精神薄弱少年35名,普通 少年15名,及び社会人15
名を対照 とし,尿 中中性17-KS測 定をPola-






(2)精薄少年6名,普 通 少年4名,社 会人4名
にっいて17-KS分劃 分離測定 を行つた,精 薄
少年では性腺分劃が副腎分劃 に比 し,低 値 を示
した,而 しIV+VとW+皿 の比は若 生が述
べた1。75より大 であ りIV>Vで あった.
③ 家族性単純精薄2名,脳 膜炎後遺症1名
にっいて,17-KSの総量及び 分劃の 日内変動
を2分採尿法に よつて行 い,総 量 においては諸
家の報告 と'大差無 き事 を認め,分 劃において
は,個 人により固有 なpatternを有 し,総 量






(5)③及 び(4)の結果 を 諸家 の 報告 に比較
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